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遠
賀
町
は
福
岡
県
弁
護
保
険

介
護
保
険
制
度
の
流
れ

広
域
連
番
に
参
朋
し
ま
す
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介護保険のねらい

①介護を必要とする状態（こなっても、自立した生活ができるよう、高

齢者の介護を社会全体で支える仕組みです。

②身近なケアプラン作成事業者iこ相談すれば、これまで福祉と医療に

分かれ、窓口も別々で利用しにくかった介護サービスを総合的に受

けられる利用しやすい仕組みです。

◎社会保険の仕組みにより、受けられる介轟サービスと保険料との関

係が分かりやすい仕組みです。

介護保険のあらまし

●制度の運営主体（保険者）は、福岡県介護保険広域連合となります。

●制度のスタートは、平成12年4月からです。

●「要介護認定」の申請は、平成Il年l9月からはじまります。

●介護保険に加入するのは、40歳以上のすべての人です。

●寝たぎりや痴呆などの場合にサービスが受けられます。

要 介 護 �要 介 護 �要 介 護 �要 介 護 �要 介 護 �要 支 �要支援 要介護1 � ��薫 

5 �4 �3 �2 �1 �緩 ��一法‘鏑 � 

要 介 �要 介 �要 介 �要 介 �要 介 �　要 ・・介 

義 認 �護 認 �護 聾 �護 聾 �護 聾 �語間要語 認接介認 �要介護2 

定 等 �定 等 �足 等 �疋 等 �疋 等 �定生議定 等活詔等 ��講議団 
基 準 時 間 �基 準 時 間 �基 準 顎 �基 準 時 間 �基 準 時 間 が �基介定基 準助基準 時“準時 間機等問 �要介護3 

が iiO 分 以 �が 90 分 以 �カ 70 分 以 上 �カ 50 分 以 上 �30 分 以 上 �の能時が 合訓間30 計練が分 が関25未 �要介護4 

上 奏 （ �上 IIO 分 未 �90 分 未 糞 �70 分 未 糞 �50 分 未 嚢 �iO連分満 分行以で 以為上あ 上のつ �要介護5 

29 万 �満 �2i ～ �i7 ～ �i4 ～ �　2まて （分た �介護保険の 

円 �23 �27 �i9 �i6 �6　野は �サービスは 
万 円 �万 里 �万 里 �万 里 �万の 円安 ）介 �受けられません 
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広
域
連
合
の
腹
立
経
過

介
護
保
険
の
保
険
者
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
」
と
、
介
護
保
険
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
県
内
の
市

町
村
に
は
人
口
千
人
以
下
の
村
も
あ
れ

ば
、
百
万
人
を
超
え
る
大
都
市
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
で
は
、
介
護
保
険
の
運
営

に
あ
た
っ
て
、
市
町
村
の
間
で
格
差
が

生
じ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

各
市
町
村
の
高
齢
者
　
（
6
5
歳
以
上
）
　
人

口
や
現
在
の
福
祉
施
設
や
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
整
備
状
況
に
よ
っ
て
も
同
様

の
こ
と
が
言
え
ま
す
。

ま
た
、
安
定
的
な
介
護
保
険
財
政
の

運
営
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
が
保
険
者
と
し
て
制
度
の

運
用
を
行
っ
た
場
合
、
市
町
村
に
よ
っ

て
6
5
歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保
険
者
）

が
負
担
す
る
保
険
料
が
違
っ
た
り
、
同

じ
ょ
う
な
介
護
状
態
で
も
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
虔
合
い
が
違
っ
て
き
た
り
、
介
護

を
認
定
す
る
基
準
が
違
っ
て
き
た
り
す

る
可
能
性
が
あ
り
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
解
消

し
、
県
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

同
じ
保
険
料
の
負
担
で
、
同
水
準
の
要

介
護
認
定
を
受
け
、
同
水
準
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
福
岡
県
で

は
広
域
連
合
に
よ
る
介
護
保
険
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

昨
年
の
日
月
5
日
に
福
岡
県
介
護
保

険
広
域
連
合
設
立
準
備
委
員
会
を
設
立

し
遠
賀
町
も
こ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
の
1
月
1
日
の
　
「
福
岡

県
介
護
保
険
広
域
連
合
」
設
立
を
め
ざ

し
、
現
在
は
準
備
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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広域連合組織図

福岡県介穫保険広域連合（本部）

HHHTHH
その他i3支部

糟屋、宗像、鞍手、山田嘉穂、

朝倉、糸島、浮羽三井、三溝、

八女、柳川・山門三池、田lii、

京都、皇築

水　声　岡　通

巻　屋　垣　賀

町　　町　町　町

藍繭纏綿出揃詰纏蓮 福6　合 　遠 　賀 者0護のらにず、講に。円日午（の月保 　保 　険 　嘱 縛で一芸璧一翻誓 

広
域
連
合
で
の
利
点

広
域
連
合
に
は
介
護
保
険
事
業
の
運

営
を
広
域
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
自
治
体
間
の
格
差
を
な
く
す

広
域
連
合
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の

保
険
料
、
要
介
護
認
定
、
サ
ー
ビ
ス
給

付
が
、
構
成
市
町
村
で
同
一
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
自
治
体
間
の
格
差
を

な
く
し
、
皆
さ
ん
に
、
よ
り
公
平
な
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
確
保

施
設
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
基
盤

を
広
域
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
町
村
の
福
祉
施
設
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
整
備
状
況
に
係
わ
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス

水
準
を
維
持
で
き
ま
す
。

運
曽
悪
口
な
ど
の

市
町
村
の
役
割
は
？

●
専
門
的
な
人
材
を
確
保

公
平
な
要
介
護
認
定
を
保
つ
た
め
に

は
、
介
護
認
定
審
査
会
に
従
事
す
る
専

門
的
な
人
材
が
必
要
で
す
。
専
門
職
員

を
広
域
的
に
確
保
し
、
研
修
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
同
水
準
の
判
定
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

●
職
員
数
や
事
業
貫
を
効
率
的
は

市
町
村
単
位
で
常
時
、
必
要
な
数
の

職
員
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
広
域
的
な
事
業
に
従

事
す
る
こ
と
で
職
員
数
や
事
業
費
の
節

約
が
図
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
、
遠

賀
町
で
は
3
月
議
会
で
広
域
連
合
へ
の

参
加
を
決
定
し
ま
し
た
。

遠
賀
町
の
介
護
保
険
の
保
険
者
は
、

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
と
な
り
ま

す
が
、
事
業
の
運
営
は
本
部
、
支
部
、

市
町
村
で
分
担
し
て
行
い
ま
す
。
支
部

は
生
活
圏
域
ご
と
の
1
4
支
部
に
分
け
ら

れ
、
遠
賀
支
部
は
遠
賀
町
、
芦
屋
町
、

岡
垣
町
、
水
巻
町
の
4
町
で
構
成
さ
れ

ま
す
。
（
左
上
図
参
照
）

遠
賀
町
で
は
訪
問
詞
盃
や
要
介
護
認

定
な
ど
の
業
務
は
遠
賀
支
部
が
一
括
で

行
い
ま
す
が
、
申
請
や
相
談
、
サ
ー
ビ

ス
情
報
の
提
供
な
ど
の
町
民
の
皆
さ
ん

と
密
接
に
関
わ
る
業
務
は
役
場
福
祉
課

高
齢
者
係
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。



介穫している側から見た介護保険

公平生薬鰯危急　審査†重要なこと！

弘中昭子さん（旧停区）
介護保険事業計画

策定委員会委員

（介護者代表）

介穫保険ですべてが解決できるか 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I●場－ 
気／．－〃〇一一．‘ 勝者者徳俵第聾に努め委グれぼソ 

のやポ千な保理すいででがてしす的が者社とてたまLLはな 勉っl六還り険をoういす、介いく○に、は会る、りせて、必く高 ∴∴∴：∴∴： �グ∴子： 星山穂高さん（新町区） 介護保険事業計画 策定委員会委員 （遠賀町老人クラブ連合会長） 

：∴：「∴「「∴∴ 
福岡県介護保険広域連合職員を 

募楽し　まず 
平成11年7月に設置予定の福岡県介護保険広域連　●申し込み　申込用紙に必要事項を記入し、証明写 

合（特別地方公共団体）の職員採用試験が実施され　　真、50円切手を同封して、郵送または持参で福岡 

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県介護保険広域連合総務課へ提出してください 

●試験日　一次試験　8月1日（日）　　　　　　類申込用紙は福岡県介護保険広域連合総務課で配 

二次試験　8月29日（日）　　　　　　付（郵送希望の場合は、封筒の表に「受験申込」 

●採用予定数　若干名　　　　　　　　　　　　　と朱書きし、120円切手を貼った宛て先明記の返信 

●採用蒔期10月1日以降　　　　　　　　　　　　用封筒を同封のうえ請求してください） 

（原則6カ月間は条件付き採用）　　　●問い合わせ 

●身分及び鈴与　身分は地方公務員となり、国家公　　福岡県介護保険 

務員と同程度の給与が支給されます。　　　　　　　広域連合設立準備委員会 

●受験資格昭和45年4月2日から昭和54年4月1 日までに生まれた人 ●受付期間7月5日から12日まで （郵送の場合は当日消印有効） 類受付時間は8時30分～17時（土・日曜は除く） 

5ee

当
初
は
病
院
で
療
養
し
て
い
た
母

も
、
現
在
で
は
遠
賀
園
で
週
に
2
、
3

度
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま

す
。
遠
賀
園
で
は
母
の
知
り
合
い
も
多

く
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
し
、
病
院
で
は
な
く
家
に
い
る

と
い
う
こ
と
で
精
神
的
に
も
楽
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
る
と
要
介
護

認
定
で
、
ど
の
程
度
の
介
護
が
受
け
ら

れ
る
か
決
定
さ
れ
ま
す
。
現
在
介
護
を

う
け
て
い
る
人
が
認
定
さ
れ
ず
、
現
状

の
介
護
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
と

思
う
と
少
し
不
安
で
す
ね
。
介
護
保
険

は
保
険
料
で
ま
か
な
わ
れ
る
た
め
、
公

平
な
要
介
護
認
定
の
審
査
が
最
も
重
要

な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
公
平

と
い
う
こ
と
は
適
切
な
介
護
畳
以
上
で

も
以
下
で
も
駄
目
な
の
で
す
。
介
護
と

は
一
目
で
わ
か
る
も
の
で
は
な
い
た

め
、
認
定
の
基
準
を
ど
こ
に
つ
け
る
か

本
当
に
難
し
い
問
題
で
す
よ
ね
。

そ
れ
か
ら
、
町
民
へ
の
周
知
が
行
き

届
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
後
は
集
会
や
講
演
会
な
ど
を
ひ

ら
い
て
、
ど
ん
ど
ん
P
R
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。



手をあげて、横断歩道を

渡りましょう
小学校で交通安全教室

5月21日、島門小学校で遠賀自動車学校の

協力のもと、交通安全教室が行われました。授

業をうけたのは一年生と四年生です。横断歩道

の渡り方や車のブレーキテスト、事にひかれた

場合の衝撃度テストなど、実際に目で見ること

で子どもたちはかなり興味をしめしていたよ

うです。人形が車で跳ね飛ばされたときには、

交通事故の恐ろしさを痛感していたようでし

た。

横断歩道では手をあげて、安全を確認してか

ら渡りましょう。
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商工会からの贈り物　　「 ��〇一エ∴ �‾‾‾‾‾‾‾‾‾一°‾‾‾‾－‾‾丁‾‾＼‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾“T「「÷ 重油 点＼＼芝、詰 

地域振興券協賛フェアの　L轟 

主語露蒜詰－ 「ヵラオケ大会」、「遠賀太鼓の演奏」などの【 イベントが行われました。イベントが行われ た4月3日は、会場の遠賀コミュニティーセ ンターに多くの人が集ま。、大いに盛り上がノi 
塩 Ij， ＿．＿花園SL＿立 

りました。 このイベントでチャリティーとして集 ��∃ �∴∴∴ � 

まったお金は、商工会から社会福祉協議会へ 贈られました。この寄附金は地域福祉に役立 てられます。暖かい贈り物、ありがとうござ いました。 ���‾「茎三三三三三雲馨 

ぐ
ー
＼
i－＼／



交通安全の願いを人形に！

遠賀町老人クラブ連合会女性部

〈

7e②

春の交通安全県民運動が始まった5月

11日、遠賀町老人クラブ連合会女性部が手

作りの人形をドライバーにプレゼントし、

安全運転を呼びかけました。

この人形は信号機になぞらえて赤、青、

黄の3種類があります。人形がかけたタス

キは、シートベルトをつけて安全運転を心

掛けてはしいという願いが込められてい

るそうです。遠賀町老人クラブ連合会女性

部の皆さんの願いがこもった贈り物で、交

通事故が少なくなるといいですね。ドライ
バーのみなさん、交通事故には十分注悪し

てください。

∴証言∴S l ■iノiio 子：ヽ一㌧： 亙∴レ ：ン 

一
年
生
の
歓
迎
遠
足

4
月
2
7
日
、
浅
木
小
学
校
で
は
一
年
生
の
歓
迎
遠
足
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
六
年
生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
に
手
を
引
か
れ
て

向
か
っ
た
の
は
、
遠
賀
町
総
合
運
動
公
園
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、

み
ん
な
元
気
一
杯
で
す
。

運
動
公
園
で
は
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
み
ん
な
で
遊
ん
だ
り
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
入
学
し
て
約
1
カ
月
が
た
ち
、
友
た

ち
も
た
く
さ
ん
で
き
て
い
た
よ
う
で
す
。

さ
わ
や
か
な
青
空
の
も
と
、
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
黄
色

い
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
一
年
生
た
ち
の
笑
顔
が
一
き
わ
輝
い
て
見
え

た
一
日
で
し
た
。

大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
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出バドミントン大会に窃加しませんか必

㊥ソフトテニス大会に勧口しませんか㊥ 
●　　　　　　　　　　●　　●　　　　● 

℡育　6　申　中中　　一　　一種総　と　午　7　と 
（協目　し　学学　　般　　般　　合　こ　前月 
2　会28込生生　　女　　男　日　進ろ　9　4　き 
9　　日　み女男　　子　　子　　動　　時　日 
3　山　（　　子子（の（の　　公　　〉　（ ）本月　　の　の南部南部　　園　　　　日 

5　さ　）　　郡部枝　　校　　　　テ 
4　ん　ま　　　　　　生　　生　　　　二 

3　へ　で　　　　　　以　　以　　　　ス 

4　　に　　　　　上　　上　　　　場 

体 

＠②8

e卓球大会に参加しませんか　e

㊨女子バレーボール大会に参加しませんか㊧

個
人
戦
綿
雪

小
学
生
3
、
4
年
白
帯
の
部

準
優
勝
　
子
迫
　
正
明

策
三
位
　
吉
田
　
軍
歴

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
健
康
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
1
4
チ
ー
ム
8
4
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

い
い
汗
を
な
が
し
な
が
ら
、
楽
し
い
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

音
譜
罷
彊
l
L
ラ
嚢
一
。
嬬
増
結
磐
曹
レ
ガ

○
少
年
空
手
道
大
会
0

5
月
9
日
、
遠
賀
町
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
に
は
、
遺
著
姿
の
子
ど
も
が
集

ま
り
、
少
年
空
手
道
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
試

す
機
会
に
、
会
場
は
熱
気
が
立
ち
込
め

て
い
ま
す
。
気
合
一
杯
に
闘
う
選
手
た

ち
の
顔
に
は
、
あ
ど
け
な
い
中
に
も
闘

志
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
遠
賀
町
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ッ
タ
と
並
行
し
て
、
お
ん
が
レ
ガ
ッ
タ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
暑
い
な
か
、
オ

ー
ル
で
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
な
が
ら
、
掛

け
声
を
か
け
る
選
手
た
ち
に
は
、
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

5
月
2
1
日
、
遠
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

●
と
　
き

6
月
2
7
日
　
（
日
）

午
前
9
時
～

●
と
こ
ろ

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
題
　
目

男
子
ダ
ブ
ル
ス
A
級
・
B
級

女
子
ダ
ブ
ル
ス
A
級
・
B

級
・
C
級

混
合
ダ
ブ
ル
ス
A
級
・
B
級

●
申
し
込
み

6
月
1
7
日
　
（
木
）
　
ま
で
に
体

育
協
会
　
山
本
さ
ん
へ

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
3
4

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
オ
ー
プ
ン
男
子
の
部

優
　
勝
　
西
田
君
彼
女
募
集
中

準
優
勝
　
な
ん
で
ん
か
ん
で
ん
1
号

第
三
位
　
ザ
、
オ
ン
ガ

▼
オ
ー
プ
ン
女
子
の
部

優
　
勝
　
ミ
ラ
ク
ル
別
府

準
優
勝
　
な
ん
で
ん
か
ん
で
ん
2
号

第
三
位
　
新
町
レ
デ
ィ
ー
ス

●
と
　
き

7
月
4
日
　
（
日
）

午
前
8
時
5
0
分
～

●
と
こ
ろ

広
波
小
学
校
体
育
館

●
種
　
目

シ
ン
グ
ル
ス

ダ
ブ
ル
ス

混
合
ダ
ブ
ル
ス

団
体
戦
な
ど

●
申
し
込
み

体
育
協
会
　
山
本
さ
ん
ま
で

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
3
4

※
当
日
も
受
け
付
け
ま
す

●
と
　
き

1
月
日
日
　
（
日
）

午
前
8
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
競
技
方
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま
た
は
リ
ー

グ
戦（

参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
）

●
申
し
込
み

1
月
4
日
　
（
日
）
　
ま
で
に
体

育
協
会
　
山
本
さ
ん
へ

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
3
4
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善　　吉 �書　　名 �出版社 

井上　朝子 �田業失格 �ポプラ社 

平野　啓一郎 �いちilつ －月物語 �新潮社 

般 囲 �林　真理子 �コスメティック �小学館 
田辺　聖子 �楽老抄　ゆめのしすく �集英社 

真樹　静子 �莱和子　マリコ �中央公論新社 
喜 �「少年A」の父母 �「少年A」この子を生んで・・ 悔恨の手記 �文塾春秋 
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書 �jl板康麿 杉浦∴範茂 �スプーンほしとおっぱいほし �福音館書店 

課だお薦めの1冊

「カラフル」

森　絵都　蕃

生きることの大切さや豪族のき
ずなの導きを気付かせてくれる本
です。この本を読んで昔の自分に
照らし合わせて考えたり、自分の
子どもが生きるということをどう
思っているのかを考えたりしまし
た。親になると本の主人公だけで
はなく、主人公の親の気持ちも考
えるようになるんですよね。

鳩馬頭　花餅 歩雲丘　苺　や む　‾　す　か � �：：：：：三 　れし ∃に∴にト林でのし嘉 �短 �1賀器「 

にの 械墳∴∴静ぐに 址をけ其神 の守き処橋 �俳 句 遠 ��歌 お �俳 

桜　れ　ぬ　に　浮 散　る　く　あ　び池 �賀 俳 ��ん か 短 �短句 

り大みる風田 岩栗田木重地永Iii縄光 萩で添立野虫田の手る幸 し美　田音　利 �友 句 会 抄 ��歌 会 秋 草 �：酸 4響由」 

信　高　僧づ空　　運 江　子　慶　子　進 ��シ　　ど　の房　佳　総　て選 ノ　　　　千　手　津 
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差
別
と
区
別
の
違
い
は
何
で
し
ょ

う
か
？

辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
、
区
別
は

「
違
い
に
よ
っ
て
分
け
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
の
違
い
」
、
差
別
は
「
正
当
な

理
由
も
な
く
劣
っ
た
も
の
と
し
て
不

当
に
あ
つ
か
う
こ
と
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

区
別
す
る
こ
と
は
差
別
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
区
別
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
一
部
の
人
々
の
尊
厳
が
無

祝
さ
れ
た
り
、
基
本
的
人
権
が
侵
さ

れ
た
と
き
、
そ
れ
は
差
別
と
な
る
の

です。人
間
は
男
性
と
女
性
と
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
区
別
す
る
こ

と
は
決
し
て
差
別
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
女
性
で
あ
る
が
ゆ
え

に
「
女
の
く
せ
に
」
と
い
う
目
で
見

ら
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
差
別
と
な
り

ます。人
種
差
別
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

肌
の
色
の
違
い
や
国
籍
の
違
い
は
必

ず
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
理

由
に
人
の
優
劣
が
決
ま
る
わ
け
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、
特
定
の

人
種
の
人
達
が
何
の
理
由
も
な
し
に

差
別
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

人
権

部
落
差
別
も
同
じ
で
す
。
同
和
地

区
に
生
ま
れ
た
た
め
に
軽
蔑
さ
れ
、

社
会
的
に
は
様
々
な
不
利
益
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
結
婚
、
就
職
、
居
住
、

教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
差

別
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

歴
史
の
な
か
で
区
別
さ
れ
て
き
た

も
の
が
、
一
人
歩
き
を
は
じ
め
、
人
々

の
心
の
奥
底
に
根
づ
い
て
し
ま
っ
た

差
別
…
。
差
別
は
無
く
す
よ
う
に
努

力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
同
時
に
、
新
し
い
差
別
を
生
み
出

さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
も
大

切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
槻
公
仁
子
さ
ん

（
田
園
北
区
）
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○日頃からチェックしてあくとよい数値○

安静にしている状態で計りましょう。

1．体温　脇の下で、水銀体温訂なら10分間は測りましょう。
2．脈拍1分間の数値は大人は60－70位です。

3．血圧1日のうちでも変動があります。家で測る場合は時間

を決めて測りましょう。正常値は上が140未満、下が90

未満です。
4．体重　ダイエットもしていないのに、急に体重が減る場合、

病気があることがあります。

誌
誹
健
康
チ
ェ
ッ
ク

毎
日
頑
張
っ
て
働
い
て
い
る
私
た
ち
の
体
も
、
時
に
は
疲
れ
て
具
合

が
悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
車
に
点
検
整
備
が
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の

体
も
点
検
が
必
要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
体
の
出
す
黄
信

号
は
早
め
に
見
つ
け
出
し
ま
し
ょ
う
。

朝
、
鏡
の
前
で

チ
ェ
ッ
ク

顔
色
I
I
⊥
菅
白
い
と
き
は
貧
血
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
顔
色
は
個
人
の
差
や
、

日
焼
け
な
ど
で
分
か
り
に
く
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ア
カ
ン
ベ
ー
を
し
て
マ
ブ

タ
の
裏
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
白
っ
ぽ

い
と
貧
血
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

顔
色
が
黄
色
い
と
き
は
肝
機
能
異
常

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
み
か
ん
を
食
べ

た
な
ど
で
、
顔
や
手
の
ひ
ら
が
黄
色
く

な
る
の
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
目
の
白

い
部
分
が
黄
色
く
な
っ
て
き
た
り
、
皮

膚
が
虫
刺
さ
れ
や
か
ぶ
れ
て
も
い
な
い

の
に
か
ゆ
く
な
る
の
は
、
肝
機
能
異
常

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

む
く
み
　
－
一
般
的
に
顔
の
む
く
み

は
腎
臓
が
、
足
の
む
く
み
は
心
臓
が
弱

っ
て
い
る
と
き
に
出
ま
す
。

足
が
夕
方
少
し
む
く
む
程
度
な
ら
心

配
い
り
ま
せ
ん
が
、
朝
か
ら
む
く
ん
で
い

る
人
は
、
要
注
意
。
足
の
ス
ネ
を
押
し
て

へ
こ
ん
だ
ま
ま
な
ら
、
む
く
ん
で
い
ま
す
。

ト
イ
レ
の

チ
ェ
ッ
ク

優
が
細
く
な
っ
た
り
、
下
痢
と
便
秘

を
繰
り
返
す
場
合
、
大
腸
の
病
変
が
疑

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
優
に
血
液
が
つ
い

て
い
た
り
、
黒
い
タ
ー
ル
状
の
優
が
出

た
り
す
る
場
合
は
消
化
管
か
ら
の
出
血

が
考
え
ら
れ
、
潰
瘍
や
ガ
ン
の
疑
い
が

あ
り
ま
す
。

排
尿
の
時
、
尿
に
血
が
混
じ
っ
て
い

た
り
、
痛
み
を
感
じ
た
り
す
る
と
き
は
、

早
急
に
か
か
り
つ
け
の
病
院
か
泌
尿
器

科
へ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
男
性
の
場
合
、

勢
い
が
な
く
、
排
尿
に
時
間
が
か
か
る

よ
う
に
な
る
と
前
立
腺
異
常
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
朝
起
き
た
時
や
汗
を

た
く
さ
ん
か
い
た
と
き
に
尿
が
濃
縮
さ

れ
て
濃
い
色
に
な
り
ま
す
が
、
心
配
い

り
ま
せ
ん
。
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま

し
ょ
う
。
ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
、
あ
る
種

の
薬
剤
を
飲
ん
だ
と
き
に
、
尿
の
色
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も

心
配
い
り
ま
せ
ん
。

年
に
1
度
は
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

（
健
診
の
役
割
）

1
、
自
分
で
は
徴
付
か
な
い
異
常
の
早

期
発
見

2
、
毎
年
受
け
る
こ
と
で
、
健
康
状
態
の

変
化
が
継
統
的
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

3
、
億
度
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
り
、

日
常
生
活
の
見
直
し
に
つ
な
が
る

自
覚
症
状
は
な
く
て
も
、
町
の
総
合

健
診
や
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
健
診
で
異
常
な
し
、
イ
コ

ー
ル
こ
の
先
も
ず
っ
と
安
心
と
い
う
意

味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
の
結
果
は
受
け
た
時
点
で
の
結

果
で
す
。
体
に
異
常
を
感
じ
た
ら
、
健

診
後
で
も
か
か
り
つ
け
医
に
相
鼓
し
ま

し
ょ
う
。



平成11年度　総合健診日程表

受付時間　9：00～11：00

※今年度から午後の健診がなくなりました。

ご注意下さしら

と　き 6月22日（火） �〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

6月25日（全） �旧　　停　　公　　民　　館 

6月28日（月） �若　　松　　公　　民　　館 

6月29日（火） �鬼　　津　　公　　民　　館 

7月1日（木） �新　‾　町　　公　　民　　館 

7月2日（合） �新　　町　　公　　民　　館 

7月6日（火） �田　　園　　公　　民　　館 

7月7日（水） �田　　園　　公　　民　　館 

7月12日（月） �尾　　崎　　公　　民　　館 

7月15日（木） �広　　漠　　公　　民　　館 

7月21日（水） �松　の　本　公　民　館 

7月22日（木） �松　の　本　公　民　館 

7月28日（水） �別　　府　　公　　民　　館 

7月29日（木） �別　　府　　公　　民　　館 

8月6日（金） �中　　央　　区　　公　　民　　館 

8月9日（月） �木　　守　　公　　民　　館 

8月10日（火） �島　　津　　公　　民　　館 

8月19日（木） �上　別　府　公　　民　　館 

8月22日（日） �遠賀町中央公民館（今古賀区） 

8月24日（火） �遠賀町中央公民館（遠賀川区） 

8月25日（水） �若　　葉　　台　　公　　民　　館 

8月31日（火） �東　和　　苑　　公　　民　　館 

9月1日（水） �東　和　　苑　　公　民　　館 

9月3日（金） �老　　良　　公　　民　　館 

9月6日（月） �浅　　木　　公　　民　　館 

3月7日（火） �浅　　木　　公　　民　　館 

9月13日（月） �虫　生　津　公　民　館 

9月16日（木） �芙　　蓉　　公　　民　　館 

9月21日（火） �緑　ヶ　丘　区　東　公　民　館 

9月26日（日） �ふ　　れ　　あ　　い　　の　　里 

iI＠㊦

⑲㊨㊧㊨◎㊨㊥
総合受付

最初に総合受付で受診券、料金、
健康手帳を提出してください。

↓
胸　　部 �対象・・・18歳以上（遠賀町民に限る） 

レントの �（昭和57年4月1日以前に生まれた人） 

検　　査 �料金・・・無料 

胃がん �対象・・・30歳以上（遠賀町民に限る） 

検　　診 �（昭和45年4月1日以前に生まれた人） 

（醐 �料金・・・500円 

大腸がん �便に出血反応があるかどうかの検査です。検 
診日に容器を渡して説明しますので後日決めら れた日に検体（使）を堤出してください。 

検　　診 
対象・・・40歳以上（遠賀町民に限る） 

（再拝の初 �（昭和35年4月1日以前に生まれた人） 

料金・・・500円 

基本健康 診　査 �対象・・・40歳以上（遠賀町民に限る） 
（昭和35年4月1日以前に生まれた人） 

料金…5叩円 

受診希望者で、予約がまだの人は電話でもかまいませんの

で予約をしてください。予約している人には、健診の1カ月

前に受診券を送付します。

混雑が予想される会場もあります。日程を変更する場合は、

事前にご連絡ください。

●問い合わせ先　福祉課健康対策係

「ふれあいの里」で

保健婦による健康相談と

痴呆予防教室があります

●と　き　6月17日（木）　午前9時～11時30分

●ところ　ふれあいの里センター

●内　容　入浴前の健康観察（脈拍、血圧測定、検尿

等）、健康相談、痴呆予防の話と指先体操

●持参高　楼康手帳

（お持ちでない人は当日配付します）

●問い合わせ　福祉課健康対策係
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ペア十三！Is
／／‾「籍まろう！

強ばる！起ろう！
害をインおんが」

＠のIZ

有志指導者の指導内容

「家庭生活・日常生活」の向上に役立つもの 

漬物、果実酒、造花、刺しゅう、日曜大工など 

「教養」の向上に役立つもの 

文学鑑賞、詩、川柳、美術・音楽鑑賞、外国語、 

話し方、消費生活、栄養の知識、星の観察など 

「趣　味」 

日本画、洋画、版画、彫刻、絵本作り、ビデオ制 

作、茶道、民踊、囲碁、将棋、謡曲など 

「伝承文化」 

郷土芸能、郷土工芸、民具、郷土民話、郷土歴史、 

郷土の文化財、伝承遊びなど 

／ノ／／●とき　6月20日（日）
／l　　　　午前9時から午後3時30分
l●ところ　遠賀中央公民館

〈●対象　中学生以上で、仲間づくりやボラン
ティア活動などなにかをしたい人、

その他興味関心のある人

＼●参加費　千円（昼食代、保険料）

、＼や申し込み6月17日（木）までにお金
、＼　　　もって、遠賀町教育委員／
＼＼＼、　会生涯学習課へ　／，

特
技
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

有
志
指
導
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
・
生
き

が
い
づ
く
り
学
習
へ
の
欲
求
は
高
ま

り
、
そ
の
学
習
希
望
内
容
も
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
遠
賀
町
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
学
習
の
指
導
を
す
る
有
志
指

導
者
に
2
9
人
の
登
録
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
、
よ
り
多
く
の
学
習
項
目
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
の
学
習
需
要
に
応
え

る
た
め
に
も
、
地
域
の
「
特
技
の
あ
る

人
」
を
、
有
志
指
導
者
と
し
て
推
薦
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

別
表
は
、
有
志
指
導
者
が
い
な
い
学

習
項
目
で
す
。
指
導
で
き
る
人
の
推
薦

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
有
志
指
導
者
」
の
推
薦
方
法

1
　
有
志
指
導
者
の
対
象
者

町
内
在
住
、
通
勤
者

（
他
薦
に
限
り
ま
す
）

2
　
推
薦
の
期
限
　
6
月
5
0
日
ま
で

3
　
推
薦
先
　
遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
運
営
委
員
会
事

務
局
（
中
央
公
民
館
内
）

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

夏
休
み
学
校
は
、
知
的
障
害
や
身
体

障
害
を
持
つ
児
童
と
そ
の
家
族
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
で
つ
く
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
で
す
。

こ
の
夏
休
み
学
校
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
福
祉
に
関
心
の
あ
る
学
生
や
一

般
の
皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
指
導
に
は
糞
護

学
校
の
教
育
経
験
者
が
参
加
す
る
た

め
、
経
験
の
な
い
人
も
大
歓
迎
で
す
。

同
時
に
夏
休
み
学
校
に
参
加
す
る
親

子
も
募
集
し
ま
す
。

●
と
き
　
1
月
2
5
日
（
日
）
、
8
月
1
日

（
日
）
・
1
0
日
　
（
火
）
・
2
1
日
　
（
土
）

－
2
2
日
（
日
）
　
〔
一
泊
キ
ャ
ン
プ
〕
の

5
日
間

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
ま
で

受
付
＝
午
前
9
時
5
0
分

類
1
月
2
5
日
　
（
日
）
　
に
、
事
前
説
明
会

と
顔
合
わ
せ
会
を
行
い
ま
す
の
で
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
募
集
人
員
（
先
着
順
）

参
加
親
子
1
5
家
族

（
対
象
児
童
　
1
8
歳
以
下
の
重
度
身
体

障
害
児
・
知
的
障
害
児
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
2
5
人
（
高
校
生
以
上
）

●
申
し
込
み

1
月
日
日
　
（
日
）
　
ま
で
に
、
遠
賀
町

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
4
3
0

担
当
　
三
根
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消費生活に関する

苦情や相談は

＜らしのアドバイザーへ

くらしのアドバイザーは消費生

活上の苦情や相談に応じ、問題の

解決のお手伝いや適切な情報の提

供を行っています。遠賀町にも3

人のアドバイザーがいますので、

気軽にご相談ください。

●相談内容

◇消費生活上の知識や技術などに
ついての相談

◇買い物相談…商品やサービスを

適切に選択するための相談や情

報の提供

◇苦情相談…商品やサービスが一

般に期待されている品質、機能

などよりも劣り、損失を受けた

場合のあっせんなど
※アドバイザーの取り扱う苦情は消費

生活に関する具体的なものに限られ
ています。例えは、生活に関するもの

であっても公害・交通・清掃・上下水

道などは取り扱いません。

●問い合わせ
産業課　農政商工係

くらしのアドバイザー

工藤久美子さん

（浅木）

℡（293）3536

岩坪れい子さん

（別府）

℡（293）5680

国立二二f寒害

豊富諜崇等轟マムシ 
三富三宝謹3葦まき茎　　に 

結露需続霊篭ご注意！ 

証院磐諒恕 

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

が
あ
り
ま
す

中
級
試
験

●
試
験
区
分
　
行
政
事
務
、
学
校
事
務
、

轡
察
事
務
、
栄
糞
士

●
と
き
・
と
こ
ろ

▽
第
1
次
試
験
　
8
月
1
日
　
（
日
）

福
岡
工
業
大
学

▽
第
2
次
試
験
　
8
月
下
旬

●
受
験
資
格

・
昭
和
4
9
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
5
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

・
「
栄
養
士
」
に
つ
い
て
は
、
栄
養
士
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
人
ま
た
は
平
成

1
2
年
5
月
ま
で
に
免
許
を
取
得
す
る

見
込
み
の
あ
る
人

類
行
政
寧
務
に
つ
い
て
は
点
字
に
よ
る

受
験
も
で
き
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
　
6
月
2
8
日
　
（
月
）
　
か
ら

1
月
9
日
　
（
金
）
　
ま
で
に
福
岡
県
人

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
へ

℡
0
9
2
　
（
6
4
1
）
　
3
8
8
3

国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
試
験
が
あ
り
ま
す

●
試
験
区
分
　
行
政
事
務
、
寵
気
・
情

報
、
機
械
、
土
木
、
建
築
、
農
業
、
臓

業
土
木
、
林
業
、
郵
政
事
務
、
税
務

隔
旧
聞
描
－

。吉日

圏
圃
囲

●
と
き
・
と
こ
ろ

▽
第
1
次
試
験
　
9
月
5
日
　
（
日
）

福
岡
、
久
留
米
、
北
九
州
、
飯
塚
、

佐
術
、
長
崎
、
佐
世
保
の
各
市

▽
第
2
次
試
験
　
1
0
月
中
旬

●
受
験
資
格

昭
和
5
3
年
4
月
2
日
　
（
郵
政
専
務
は

昭
和
4
9
年
4
月
2
日
、
税
務
専
務
は

昭
和
5
4
年
4
月
2
日
）
　
か
ら
昭
和
5
7

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
申
し
込
み
　
6
月
2
3
日
　
（
水
）
　
～
6

月
0
0
日
　
（
水
）
　
ま
で
に
人
事
院
九
州

事
務
局
第
二
課
試
験
係
ま
で

℡
0
9
2
　
（
4
3
1
）
　
8
1
1
3

福
岡
県
町
村
会
職
員

採
用
試
験
が
あ
り
ま
す

●
と
き

▽
第
1
次
試
験
　
8
月
1
日
　
（
日
）

▽
第
2
次
試
験
　
8
月
2
9
日
　
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
自
治
会
館

●
受
験
資
格

昭
和
4
8
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
4
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
申
し
込
み
　
7
月
5
日
　
（
月
）
　
～
1

月
1
2
日
　
（
月
）
　
ま
で
に
福
岡
県
町
村

会
総
務
課
へ

℡
0
9
2
　
（
6
5
1
）
　
1
1
2
1



●　中央公民館　●

鰯蹄商鰊錫
●置示物置

アートフラワー、仏顕

●置示細8

6月25日（金）まで

●　　　　　　　　　　　●

ご存じですか？

検察審査会

検察審査会は、裁判にならな
かった事件について、裁判にか

けたほうがよいかどうかを審査

するところです。

あなたの周りに、交通奉故な
どの被害にあって悩んでいる人

はいませんか。秘密は固く守ら

れますし、費用は一切かかりま

せん。検察審査会は、裁判所の

建物の中にありますので、気軽
にご相談ください。

なお、制度についてお知りに

なりたいというご希望があれ

ば、事務局職員が説明にうかが
いますので、ご連絡ください。

小倉検察審査会事務局
℡（561）3431

eeI4

サマータ化　航空教室の参加者募集 ィフ・アシや・畳鰯憲縦護憲講 

活体験など 
●と　　き　7月節目（月）～独自（水）　●申し込み　7月9日（金）まで航 

●と　こ　ろ　航空自衛隊芦屋基地　　　空自衛隊芦屋基地渉外室へ電話で 

●募集人員　中学生と高校生　30人　　申し込みください 

●参加費　実費　　　　　　　　　　か（223）0537 

1
歳
半
健
康
診
蚕
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
2
4
日
　
（
木
）

受
付
＝
午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
0
0
分

健
診
＝
午
後
1
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
9
年
日
月
か
ら
1
2
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
票
　
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
小
児
科
医
・
歯

科
医
に
よ
る
診
察
、
保
健
婦
・
栄
饗

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
健
康
相
談

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G
予
防
接
種
が

あ
り
ま
す

●
と
き

▽
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

6
月
1
6
日
　
（
水
）

▽
B
C
G
予
防
接
種

6
月
1
8
日
　
（
金
）

受
付
＝
午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
0
0
分

接
種
＝
午
後
1
時
5
0
分
～
2
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
∴
2
か
月
～
4
8
か
月
未
満
児

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

保
健
所
で
ア
ル
コ
ー
ル

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

夫
や
子
ど
も
な
ど
、
身
近
な
人
の
ア

ル
コ
ー
ル
問
題
に
悩
ん
で
い
る
人
を
対

象
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
正
し
い
知
識
と

理
解
を
深
め
る
た
め
、
講
演
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
1
月
8
日
　
（
木
）

午
後
2
時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健
所

●
参
加
費
　
無
料

●
申
し
込
み
　
6
月
0
0
日
ま
で
に
福
岡

県
遠
賀
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
係
へ

惑
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

心
の
健
康
相
談

遠
賀
保
健
所
で
は
、
心
の
健
康
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
て
い
ま

す。◇
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
心
の
悩
み
や

家
庭
・
職
場
・
学
校
で
の
対
人
関
係

の
悩
み

◇
ご
家
族
や
知
人
の
性
格
、
行
動
、
気

分
な
ど
が
心
配
な
と
き

◇
ア
ル
コ
ー
ル
や
シ
ン
ナ
ー
・
薬
物
、

拒
食
・
過
食
に
関
す
る
悩
み

◇
老
人
性
痴
呆
に
関
す
る
心
配
ご
と

◇
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
と
心
の
悩
み
が
あ

る
と
き
ー

こ
う
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
専
門
の

医
師
や
保
健
婦
が
相
談
を
受
け
る
と
と

も
に
、
家
庭
訪
問
指
導
も
行
っ
て
ま
す
。

予
約
制
で
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
事

前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

●
申
し
込
み

遠
賀
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
係

℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

子
と
も
会
・
少
年
団
体

指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
1
月
4
日
　
（
日
）

●
と
こ
ろ

鞍
手
郡
小
竹
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
講
話
、
竹
炭
作
り
、
野
外
調

理
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

●
対
象

青
少
年
の
指
導
に
関
心
の
あ
る
人

●
参
加
費
　
千
円

（
保
険
料
、
野
外
調
理
材
料
費
）

●
申
し
込
み
　
6
月
2
5
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
遠
賀
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

へ



男女雇用機会均等セミナー

●と　き

7月3日（土）

午後I時30分～午後3時30分

●ところ

水巻町中央公民館大ホール

●対象者

働いている女性・男性、束業主、その他

テーマに関心のある人（150人）

●料　金　無料

福岡県北九州労働福祉事務所に電話で　る

申し込みください

℡093（592）3507

事業所・企業統計調査と

商業統計調査があります

7月1日、全国一斉に事業

所・企業統計調査と商業統計

調査が行われます。この統計

調査は、国や都道府県、市区

町村などがこれからの行政を

考えていくうえで、大切な基

礎資料となるものです。6月

下旬から調査員がうかがいま

すので、ご協力をお願いしま

秘密は守られます

5＠②

子
ど
も
の
心
と
体
の

発
達
教
育
相
談
が

あ
り
ま
す

●
と
き
・
と
こ
ろ

▽
第
1
回
　
1
月
2
9
日
　
（
木
）

福
岡
県
直
方
総
合
庁
舎

▽
第
2
回
　
8
月
5
日
　
（
木
）

福
岡
県
八
幡
総
合
庁
舎

午
前
9
時
0
0
分
～
午
後
4
時
0
0
分

●
相
談
内
容

家
庭
生
活
で
悩

ん
だ
り
、
困
っ

て
い
る
こ
と
や

子
ど
も
の
心
身

の
発
達
に
関
す

る
こ
と
。
幼
稚

＼
、
ノ

園
や
保
育
園
で
の
心
配
ご
と
。
進
学

に
関
す
る
こ
と

●
要
用
　
無
料

●
申
し
込
み
　
1
月
2
日
（
金
）
ま
で
に

遠
賀
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ

甲
種
防
火
善
理
香

資
格
取
得
講
習
会
が

あ
り
ま
す

●
と
き

1
月
1
日
　
（
木
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

1
月
2
日
　
（
金
）

午
前
9
時
～
午
後
3
時
4
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
3
階
講
堂

●
対
象
者
　
防
火
管
理
者
を
必
要
と
す

る
事
業
所
の
関
係
者
ま
た
は
業
務
上

女
性
が
変
わ
り

男
性
が
変
わ

防
火
管
理
の
知
識
が
必
要
な
人

●
募
集
人
貝
　
約
5
0
人

●
申
し
込
み
　
6
月
1
8
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
受
講
申
込
書
、
写
真
、
テ
キ
ス
ト

代
四
千
円
を
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
予
防
指
導
係
へ

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
5

消
防
設
備
士
試
験
準
備

講
習
会
と
消
防
設
備
士

試
験
が
あ
り
ま
す

消
防
設
備
士
試
験
準
備
語
習
会

●
と
き
　
1
月
1
7
日
（
土
）
～
1
9
日
（
月
）

●
と
こ
ろ
　
九
州
工
業
技
術
専
門
学
校

●
受
講
料
　
五
千
五
百
円
．
（
会
員
・
学

生
は
三
千
五
百
円
）
　
な
お
、
テ
キ
ス

ト
な
ど
は
別
に
実
費
が
必
要
で
す

●
申
し
込
み
　
6
月
1
4
日
　
（
月
）
　
か
ら

1
月
5
日
　
（
月
）
　
ま
で
に
遠
賀
郡
消

防
本
部
予
防
課
指
導
係
ま
で

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
5

消
防
股
備
士
賦
験

●
と
き
　
8
月
1
日
（
日
）
午
前
1
0
時
～

●
と
こ
ろ
　
九
州
共
立
大
学

●
申
し
込
み
　
6
月
1
日
　
（
火
）
　
～
6

月
2
2
日
　
（
火
）
　
ま
で
に
　
（
財
）
　
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
福
岡
県
支
部
へ

※
受
験
願
書
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
で
準
備
し
て
い
ま
す

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

あ
り
ま
すn

●
と
き
　
6
月
2
0
日
（
日
）
午
前
1
0
時
～

●
と
こ
ろ

遠
賀
川
駅
前
　
（
A
コ
ー
プ
跡
地
）

●
出
店
資
格
　
ど
な
た
で
も
可

●
申
し
込
み
（
6
月
1
8
日
（
金
）
ま
で

に
遠
賀
町
商
工
会
へ

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
6
5

商
工
業
者
の
皆
さ
ん

法
律
、
労
働
問
題
の

相
談
会
が
あ
り
ま
す

労
働
基
準
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、

労
働
時
間
、
介
護
休
業
、
育
児
休
業
、

高
齢
者
雇
用
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
手
続

き
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
相

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
と
き
　
6
月
1
7
日
　
（
木
）

午
後
1
時
5
0
分
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
商
工
会
館

●
柏
桜
貝
　
長
網
弁
護
士
、
江
口
社
会

保
険
労
務
士

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
商
工
会

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
6
5

人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

県
民
講
座
朋

●
と
き
　
1
月
か
ら
1
月
ま
で
の
毎
月

1
回
、
土
曜
日
の
午
後
の
1
講
座

第
1
回
　
1
月
1
0
日
　
（
土
）

受
付
＝
午
後
1
2
時
5
0
分
～

1
回
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ

ン
タ
ー
視
聴
覚
研
修
室

●
内
容
　
人
権
・
高
齢
者
・
同
和
・
女

性
・
障
害
者
・
児
童
問
題
な
ど

第
1
回
「
差
別
・
偏
見
の
心
理
」
「
差

別
と
人
権
を
考
え
る
」

●
募
集
人
員
　
各
回
恥
入

●
参
加
費
　
1
回
に
つ
き
二
百
円

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
人
権
啓
発
偶

報
セ
ン
タ
ー
事
業
課

℡
0
9
2
　
（
5
8
4
）
　
1
2
7
1



●仕事はどうですか

勤務して1カ月になります。看護婦に

なることは小さいときからの夢でした。

毎日、緊張と不安の連続ですが、その分、

充実した時間を過ごしていると思います。

仕事内容や患者さんとの接し方など、ま

だまだ未熟ですが、一生懸命がんばりた

いと思います。

●趣味“特技は

趣味は、ジェットスキーです。夏にな

ると家の近くの海で楽しんでいます。ジ

ェットスキーは、知らない人たちでも自

然に給が出来るんですよね。私は夏が一

番好きです。

●尊敬する人物は

母です。厳しいだけではなく、優しさ

もあり、いつも相談にのってくれます。

良いアドバイスをしてくれるので、とて

も助かっています。私も母のようになり

たいですね。

●遠賀町への要望があれば

高齢者や障害をもつ人たちが安心して

住める遠賀町、そして、福祉の町といわ

れるような遠賀町であってほしいです。

このコーナーは町の若者を紹介するもので
す。自薦、他薦、性別は問いませんので、近

所の若者や職場の若者をどんどん紹介してく
ださい。

＠②i6

お詫びと訂正 

5月25日号2頁の町議会議員選挙当選者に誤りがありましたの 

で、お詫びとともに訂正いたします。〔敬称略〕 

（誤）謀議　諾：莞；（正）諾：莞 

！ 

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513　遠賀町役場企画課（℡093－29㌔1234）　印刷　コロニー印刷

原
　
潤
子
さ
ん

2
2
歳
　
北
九
州
市
若
松
区

（
健
愛
記
念
病
院
看
護
婦
）

口
逓
賀
コ
ミ
ユ
一
二
T
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一

遼
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
手
入
れ
し
て
m

い
る
紫
陽
花
が
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
…

す
。
今
年
は
6
月
下
旬
が
見
ご
ろ
だ
そ
う
で
一

す
。
ち
ょ
っ
と
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
　
一

花
が
満
開
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場
所
は
前
方
後
円
墳
の
付
近
で
す
。

ー
S
島
津
、
丸
山
歴
史
自
然
公
園
内
で
は
三

言
純
二
さ
ん
（
田
園
北
）
が
植
え
た
紫
陽

紫
陽
花
の
季
節
で
す
㊦
ち
ょ
っ
と
出
か
け
て
富
せ
ん
か
・

（
写
真
は
昨
年
の
も
の
）

断
力
も
つ
い
た
。

心
が
真
っ
白
だ
一

な
く
な
り
ま
す
。

か
な
と
考
え
て
し
ま

く
も
悪
く
も
、
確

先
口
、
取
材
に
い
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
か
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
に
目
が
い
き
、
立

ち
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
は
登
っ
て
遊
ぶ
も
の
と
、
い
つ
の
間
に
か
患

い
こ
ん
で
い
ま
し
た
が
、
迷
路
み
た
い
に
し
て

も
遊
べ
る
の
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
こ
ん
な
遊

び
方
も
あ
っ
た
な
と
、
懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

別
の
日
に
道
路
の
脇
で
「
ピ
ー
ビ
⊥
里
を
見

つ
け
ま
し
た
。
正
式
な
名
前
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、


